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コ
ラ
ム

日和佐八幡神社秋祭り（徳島県美
み

波
なみ

町
ちょう

）

日和佐八幡神社秋祭りの「ちょうさ」は、町内
八地区が運行し、一番歴史の古い戎町は寛
政七年（1795）に造られたと、「よろづひかへ
覚」（大工重兵衛の記録）の中に記録がある。
各地区で布団の色等で特色を出している。太
鼓屋台は地方によっては「ヨイヤショ」「サシ
マショ」等と呼ばれているが､日和佐地区で
は「ちょうさ」と呼んでいる。（今年は開催中止）

写真キャプション

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
現
地
調
査

が
は
ば
か
ら
れ
る
事
態
が
１
年
近
く
続
い
て
い
た

が
、
よ
う
や
く
先
月
、
久
し
振
り
に
東
日
本
大
震
災

の
被
災
漁
業
集
落
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
季
節

が
秋
彼
岸
の
せ
い
だ
ろ
う
か
、
人
の
姿
は
い
つ
も
よ

り
多
く
、
み
な
先
祖
が
眠
る
墓
に
花
を
供
え
、
深
々

と
頭
を
下
げ
一
心
に
祈
っ
て
い
る
。そ
の
姿
を
見
て
、

改
め
て
海
辺
は
祈
り
の
空
間
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
た
。

ど
の
浜
を
訪
ね
て
も
七
福
神
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
神
社
が
あ
り
、
い
ず
こ
に
も
し
め
縄
や
お

神
酒
が
奉
納
さ
れ
、そ
の
近
く
に
は
「
海
難
供
養
塔
」

や
「
津
波
溺
死
者
供
養
塔
」
な
ど
犠
牲
者
を
悼
む
さ

ま
ざ
ま
な
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。“
板
子
一
枚
下
は

地
獄
”
の
通
り
、
漁
は
命
が
け
の
仕
事
。
ど
の
家
も

不
慮
の
死
の
悲
し
み
を
背
負
っ
て
浜
で
生
き
て
き
た

の
で
あ
る
。

海
辺
の
石
碑
で
も
う
ひ
と
つ
気
に
な
る
も
の
が
あ

る
。「
魚
介
類
供
養
塔
」
で
あ
る
。
魚
を
獲
る
と
は

生
き
物
を
殺
す
こ
と
で
も
あ
る
。「
ご
め
ん
よ
、
魚

た
ち
。
人
間
は
お
前
た
ち
を
食
べ
ね
ば
生
き
て
い
け

な
い
の
だ
。
許
し
て
く
れ
！
」。
漁
師
は
大
漁
を
た

だ
喜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
大
漁
と
は
多
く
の
命

の
喪
失
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
思
い
詫
び
る
た
め
に
海

辺
の
人
々
は
「
魚
介
類
供
養
塔
」
を
建
て
、
日
々
手

を
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
北
各
地
に
は
飢
饉

で
職
が
手
に
入
ら
ず
、
い
よ
い
よ
死
ぬ
し
か
な
い
と

覚
悟
を
決
め
た
時
、
母ぼ

川せ
ん

に
戻
っ
て
き
た
鮭
に
命
を

救
わ
れ
た
と
い
う
伝
承
を
も
つ
集
落
が
多
い
。
さ
ら

に
「
鮭
を
千
本
殺
し
た
ら
人
間
を
1
人
殺
し
た
と
同

じ
だ
と
思
え
！
」
と
い
う
伝
承
も
あ
っ
て
、「
鮭
の

千
本
供
養
塔
」
と
い
う
卒
塔
婆
も
各
地
に
立
っ
て
い

る
。人
々
は
漁
獲
高
だ
け
を
め
ざ
し
て
漁
を
し
な
い
。

命
と
向
き
合
っ
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

訪
ね
る
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
各
地
の
浜

辺
。
浜
は
生
き
た
学
び
の
場
で
あ
る
。
私
た
ち
の
生

存
と
生
活
の
基
盤
は
自
然
の
上
に
あ
る
。
自
然
と
人

間
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
た
め
に
、
浜
や
海
は
こ
れ

か
ら
の
日
本
人
に
と
っ
て
大
切
な
学
校
で
あ
り
、
生

き
た
テ
キ
ス
ト
で
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
後
を
生
き
る
た

め
に
も
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
本
格
的
に
考
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

民
俗
研
究
家

結ゆ
う

城き

　
登と

美み

雄お

自
然
と
人
間
を
学
ぶ
場
、
海
辺

結
婚
、
子
育
て
に
関
す
る
町
村
の
取
組
に
対
す
る
財
政
支
援

　

～
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
を
通
じ
て
自
治
体
の
取
組
を
後
押
し
し
ま
す
②
～
��
⑵

高
齢
化
率
は
過
去
最
高
。
も
う
す
ぐ
3
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
に 

　

令
和
２
年
版　

高
齢
社
会
白
書
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑷

町
民
一
人
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地
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助
け
合
い
と
活
力
あ
る
「
健
康
の
里
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
��
京
都
府
京
丹
波
町　

太
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地
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少
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推
進
交
付
金

地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金

に
係
る
取
組
効
果

に
係
る
取
組
効
果

町
村
週
報
第
3
1
2
3
号
（
令
和
2
年

6
月
22
日
付
発
行
）
で
ご
紹
介
し
ま
し
た

通
り
、
内
閣
府
で
は
、
結
婚
支
援
の
取
組

や
子
育
て
に
温
か
い
社
会
づ
く
り
・
機
運

醸
成
の
取
組
等
の
少
子
化
対
策
事
業
を
対

象
に
、「
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交

付
金
」
に
よ
り
、
自
治
体
が
行
う
地
域
の

実
情
や
課
題
に
応
じ
た
取
組
を
財
政
的
に

支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

少
子
化
は
今
も
進
行
し
続
け
て
お
り
、

早
急
に
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
一
方
で
、
少
子
化
対
策
は
、
そ
の
効

果
が
表
れ
る
ま
で
に
一
定
の
時
間
を
要
し

ま
す
。

こ
こ
で
、
一
つ
の
検
証
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
下
の
専

門
調
査
会
「
選
択
す
る
未
来
」
委
員
会
が

平
成
26
年
11
月
に
公
表
し
た
報
告
「
未
来

へ
の
選
択
」
で
は
、
少
子
化
・
人
口
減
少

の
克
服
、
生
産
性
の
飛
躍
的
向
上
や
地
域

の
再
生
な
ど
令
和
2
年
頃
ま
で
に
取
り
組

む
べ
き
対
応
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た

対
応
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
有
識
者
か

ら
な
る
懇
談
会
「
選
択
す
る
未
来
2
・

0
」
が
検
証
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
必

要
な
対
応
等
を
検
討
し
、
令
和
2
年
7
月

1
日
に
中
間
報
告
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
中
間
報
告
に
お
い
て
、
本
交
付
金

メ
ニ
ュ
ー
の
「
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推

進
事
業
」（
平
成
25
年
度
～
令
和
元
年
度
）

及
び
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」（
平
成

27
年
度
～
令
和
元
年
度
）
の
そ
れ
ぞ
れ
で

事
業
が
採
択
さ
れ
た
年
度
数
を
市
区
町
村

ご
と
に
集
計
し
、

そ
の
年
度
数
別

に
平
成
26
年
か

ら
平
成
30
年
の

婚
姻
率
の
増
減

を
比
較
し
た
結

果
、「
地
域
少
子

化
対
策
重
点
推

進
交
付
金
に
係

る
取
組
に
積
極

的
な
市
区
町
村

で
は
、
婚
姻
率

の
減
少
が
緩
和

し
て
い
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
」

こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
（
図
1

参
照
）。
特
に
、

取
組
数
が
6
以

上
の
市
区
町
村

で
こ
の
傾
向
が

み
ら
れ
、
少
子

化
対
策
に
は
長

期
的
な
取
組
が

重
要
で
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
自
治
体
に
お
い
て
、
長
期
的
な
展
望

に
立
っ
て
、
総
合
的
な
少
子
化
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
本
交
付
金

の
継
続
的
な
活
用
に
つ
い
て
、
次
項
で
ご

説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結婚、子育てに関する町村の結婚、子育てに関する町村の
取組に対する財政支援取組に対する財政支援

～地域少子化対策重点推進交付金を通じて～地域少子化対策重点推進交付金を通じて
自治体の取組を後押しします②～自治体の取組を後押しします②～

内閣府 子ども・子育て本部 少子化対策担当内閣府 子ども・子育て本部 少子化対策担当
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婚姻率増減（2014→2018）
<1071>  <200>  <133>  <122> <113>   <46> <22> <18> <10> <5> <１>

ポイント

【全ての市区町村】

婚姻率増減

（備考）１．厚生労働省「人口動態調査」により作成。
２．ポイントは、当該年度の地域少子化対策重点推進交付金に採択されている場合に、地域少子化対策重点推進事業（7か年分）及び結婚新生活支援事業
（4か年分）各々を１ポイントとして、市町村毎に取組件数を集計したもの（2013年～2019年分、計11ポイント）。

〇地域少子化対策重点推進の取組に積極的な市区町村では、婚姻率の減少が緩和している傾向がみら
れる。

支支援援事事業業名名 事事業業概概要要

（１）優良事例の横展開支援事業

地方自治体が行う少子化対策事業（「結婚に対する取組」及び「結婚、妊娠・出産、子育てに温かい社会づくり・
機運の醸成の取組」※）について支援
※結婚に対する取組：結婚支援センターの開設・運営、マッチングシステムの構築・高度化等
結婚、妊娠・出産、子育てに温かい社会づくり・機運の醸成の取組：ライフデザイン教育等

（２）結婚新生活支援事業
婚姻に伴う経済的負担を軽減するため、新婚世帯に対し、結婚に伴う新生活のスタートアップに係るコスト（新
居の家賃、引越費用等）を支援
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婚姻率増減（2014→2018）
<771> <119> <80>     <81> <74> <27> <8> <7> <5> <3> <1>

【人口5万人以下の市区町村】

婚姻率増減

図
１　

��

地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
の
取
組
と
婚
姻
数
増
加
率��

の
動
き

出典：選択する未来2.0　参考資料集
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地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金

の
継
続
的
な
活
用

の
継
続
的
な
活
用

既
報
の
通
り
、
本
交
付
金
は
新
た
に
取

り
組
む
事
業
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
過
年
度
か
ら
継
続
し
て
取
り

組
ま
れ
て
い
る
事
業
も
交
付
金
の
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
際
は
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
に
お
け
る
課
題
に
対
応
し

て
、
取
組
の
工
夫
・
見
直
し
（
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
）
を
行
う
こ
と
が
採
択
の
要
件
と

な
り
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
た
だ
く

目
的
は
、
過
年
度
に
事
業
を
実
施
す
る
中

で
浮
か
び
上
が
っ
た
課
題
に
対
応
し
、
当

該
事
業
を
よ
り
良
い
形
に
改
善
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
事
業
の
計
画
→
実
施
→
検

証
→
改
善
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の

好
循
環
を
促
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

少
子
化
対
策
の
取
組
の
効
果
を
最
大
限
高

め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
は
必
ず
し
も
本
交
付
金
特
有
の
も

の
で
は
な
く
、
町
村
の
一
般
財
源
で
実
施

す
る
事
業
に
お
い
て
も
、
毎
年
、
必
要
な

見
直
し
や
改
善
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
と
同
じ
と
ご
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

自
治
体
の
皆
様
か
ら
よ
く
い
た
だ
く
問

合
わ
せ
を
例
に
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
具

体
的
に
ご
説
明
し
ま
す
。

問
1　

具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
と
認
め
ら
れ
る
か
。
婚
活
イ
ベ
ン
ト

な
ら
、
開
催
回
数
を
増
や
せ
ば
い
い
の
か
。

答
1　

従
前
の
取
組
の
中
で
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
生
じ
、
そ
の
課
題
に
対
応
し
て

ど
の
よ
う
な
見
直
し
等
を
す
る
か
が
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

例
え
ば
、
今
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
が
す
べ

て
満
員
で
、「
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
来
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
回
数

を
増
や
す
こ
と
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
な

り
得
ま
す
。
一
方
、
今
年
度
は
参
加
者
が

少
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
の
定
員
に
達
し
て
い

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
開
催
回
数
を
増
や
す

こ
と
は
課
題
に
対
応
し
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
の
で
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
は
な

り
ま
せ
ん
。こ
の
場
合
は
、参
加
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
開
催
時

期
を
見
直
し
た
り
、
1
回
当
た
り
の
定
員

を
縮
小
し
適
切
な
事
業
規
模
に
見
直
し
た

り
す
る
こ
と
が
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
し

て
考
え
ら
れ
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
は
必
ず
し
も
新
た
な

要
素
を
加
え
た
り
、
規
模
を
拡
大
し
た
り

す
る
こ
と
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、

取
組
を
重
点
化
（
選
択
と
集
中
）
す
る
た

め
の
規
模
の
縮
小
や
運
営
上
の
工
夫
を
加

え
る
こ
と
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
当
た
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
2　

取
組
内
容
を
変
え
て
し
ま
っ
た

ら
、
経
年
で
の
効
果
検
証
が
で
き
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。

答
2　

取
組
自
体
を
全
く
新
た
に
す
る
の

で
は
な
く
、
事
業
を
効
果
的
に
実
施
す
る

上
で
必
要
な
工
夫
・
見
直
し
を
行
っ
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
の
で
、
事
業
目
的
に
対

す
る
経
年
で
の
効
果
検
証
は
可
能
で
す
。

問
3　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
会
場
に
参
加
者
を
集
め
て
行
う

婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
参
加
希
望
者
が
少
な
く
、
ま
た
、

開
催
で
き
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。
来
年

度
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
を
検

討
し
て
い
る
が
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
な

る
か
。

答
3　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
対
面
式
で
の
イ
ベ
ン
ト
等

で
は
参
加
者
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
課
題

に
対
応
し
て
い
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
と
い
う
見
直
し
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
に
な
り
得
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
な
ど
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
の
事
業
計
画
だ
け
で
な
く
、
今
年
度

の
事
業
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
随
時

ご
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
当
初

計
画
の
ま
ま
で
は
事
業
実
施
が
困
難
で
あ

る
場
合
な
ど
、
代
替
事
業
の
検
討
や
手
続

き
等
に
つ
い
て
、
後
述
の
担
当
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

策
や
そ
れ
に
伴
う
自
治
体
財
政
の
緊
縮
化

に
よ
り
、
従
前
通
り
の
少
子
化
対
策
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る

町
村
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

先
に
も
述
べ
ま
し
た
通
り
、
少
子
化
対
策

に
は
長
期
的
な
取
組
が
重
要
で
す
。

本
交
付
金
を
活
用
し
て
、
少
し
で
も
自

治
体
の
財
政
負
担
を
軽
く
、
少
子
化
対
策

の
取
組
を
継
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

内
閣
府
と
し
て
も
積
極
的
に
後
押
し
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育

て
本
部
少
子
化
対
策
担
当
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
町
村
か
ら
直

接
の
ご
相
談
で
も
結
構
で
す
。

●
電
話
：

０
3

―

６
2
５
７

―

1
４
６
3（
直
通
）
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高
齢
化
の
状
況

高
齢
化
の
状
況

我
が
国
の
総
人
口
は
、
令
和
元
（
２
０

１
９
）
年
10
月
1
日
現
在
、
1
億
2
、

6
１
7
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
65
歳
以
上

人
口
は
、
3
、
5
8
９
万
人
と
な
り
、
総

人
口
に
占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）
も

28
・
4
％
と
な
っ
た
。

65
歳
以
上
人
口
の
う
ち
、「
65
～
74
歳

人
口
」
は
1
、
7
4
０
万
人
（
男
性
8
３

１
万
人
、
女
性
９
０
8
万
人
）
で
総
人
口

に
占
め
る
割
合
は
13
・
8
％
と
な
っ
て
い

る
。「
75
歳
以
上
人
口
」
は
1
、
8
4
９

万
人
（
男
性
7
２
９
万
人
、
女
性
１
、
１

２
０
万
人
）
で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
14
・
7
％
で
あ
り
、
65
～
74
歳
人
口
を

上
回
っ
て
い
る
。

総
人
口
が
減
少
す
る
中
で
65
歳
以
上
の

者
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
高
齢
化
率
は

上
昇
を
続
け
、
令
和
18
（
２
０
３
6
）
年

に
33
・
3
％
で
3
人
に
1
人
と
な
る
。
令

和
24
（
２
０
4
２
）
年
以
降
は
65
歳
以
上

人
口
が
減
少
に
転
じ
て
も
高
齢
化
率
は
上

昇
を
続
け
、
令
和
47
（
２
０
6
5
）
年
に

は
38
・
4
％
に
達
し
て
、
国
民
の
約
2
・

6
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
の
者
と
な
る

社
会
が
到
来
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

総
人
口
に
占
め
る
75
歳
以
上
人
口
の
割

合
は
、
令
和
47
（
２
０
6
5
）
年
に
は

25
・
5
％
と
な
り
、
約
3
・
9
人
に
1
人

が
75
歳
以
上
の
者
と
な
る
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。

高
齢
期
の
暮
ら
し
の
動
向

高
齢
期
の
暮
ら
し
の
動
向

就
業
・
所
得
に
つ
い
て
60
歳
以
上
の
者

を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
経
済
的
な

暮
ら
し
向
き
に
つ
い
て「
心
配
な
い
」（「
家

計
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、
ま
っ
た
く
心
配
な

く
暮
ら
し
て
い
る
」
と
「
家
計
に
あ
ま
り

ゆ
と
り
は
な
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
心
配
な
く

暮
ら
し
て
い
る
」
の
計
）
と
感
じ
て
い
る

人
の
割
合
は
全
体
で
74
・
1
％
と
な
っ
て

い
る
。

年
齢
階
級
別
に
就
業
率
の
推
移
を
見
て

み
る
と
、
60
～
64
歳
、
65
～

69
歳
、
70
～
74
歳
で
は
、
10

年
前
の
平
成
21
（
２
０
０
９
）

年
の
就
業
率
と
比
較
し
て
、
令

和
元
（
２
０
１
９
）
年
の
就
業

率
は
そ
れ
ぞ
れ
13
・
3
ポ
イ
ン

ト
、
12
・
2
ポ
イ
ン
ト
、
10
・

4
ポ
イ
ン
ト
伸
び
て
い
る
（
図

1
参
照
）。

就
業
状
況
に
つ
い
て
は
、

現
在
仕
事
を
し
て
い
る
60
歳

以
上
の
者
の
約
4
割
が
「
働

け
る
う
ち
は
い
つ
ま
で
も
」

働
き
た
い
と
回
答
し
て
い
る
。

70
歳
く
ら
い
ま
で
も
し
く
は

そ
れ
以
上
と
の
回
答
と
合
計

す
れ
ば
、
約
9
割
が
高
齢
期

に
も
高
い
就
業
意
欲
を
持
っ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

健
康
寿
命
に
つ
い
て
、
日

常
生
活
に
制
限
の
な
い
期
間

（
健
康
寿
命
）
は
、
平
成
28

（
２
０
１
6
）
年
時
点
で
男
性

が
72
・
14
年
、
女
性
が
74
・

79
年
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
平
成
22
（
２
０
１
０
）

年
と
比
べ
て
延
び
て
い
る
（
平

成
22
年
→
平
成
28
年
：
男
性

1
・
72
年
、
女
性
1
・
17
年
）。

高
齢
化
率
は
過
去
最
高
。
も
う
す
ぐ

高
齢
化
率
は
過
去
最
高
。
も
う
す
ぐ
33
人
に
人
に

11
人
が
人
が
6565
歳
以
上
に

歳
以
上
に

　
内
閣
府
は
、『
令
和
2
年
版
高
齢
社
会
白
書
』
を
公
表
し
た
。
基
礎
的
な

統
計
資
料
等
を
用
い
た
高
齢
化
の
状
況
、
令
和
元
年
度
に
政
府
が
講
じ
た
高

齢
社
会
対
策
の
実
施
の
状
況
に
つ
い
て
、
高
齢
社
会
対
策
大
綱
の
構
成
に
沿

っ
て
報
告
し
て
い
る
。
今
回
は
、
高
齢
化
の
暮
ら
し
の
動
向
、
経
済
生
活
の

状
況
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

令
和
２
年
版　

高
齢
社
会
白
書

令
和
２
年
版　

高
齢
社
会
白
書

（
図
１
）　

年
齢
階
級
別
就
業
率
の
推
移

80

70

60

50

40

30

20

10

0
（年）30

（2018）
29

（2017）
28

（2016）
27

（2015）
26

（2014）
25

（2013）
24

（2012）
23

（2011）
22

（2010）
平成21
（2009）

75歳以上70～74歳65～69歳60～64歳

57.057.0 57.157.1 57.157.1 57.757.7 58.958.9 60.760.7

68.868.8

62.262.2 63.663.6
66.266.2

36.236.2 36.436.4 36.236.2 37.137.1 38.738.7 40.140.1 41.541.5 42.842.8 44.344.3

21.821.8 22.022.0 22.822.8 23.023.0 23.323.3 24.024.0
24.924.9 25.025.0 27.227.2

30.230.2

46.646.6

9.89.88.38.3 8.38.3 8.48.4 8.48.4 8.28.2 8.18.1 8.38.3 8.78.7 9.09.0

70.370.3

48.448.4

32.232.2

10.310.3

令和元
（2019）

資料：総務省「労働力調査」
（注1）「年齢階級別就業率」とは、各年齢階級別人口に占める就業者の割合をいう。
（注2）平成23年は岩手県、宮城県及び福島県において調査実施が一時困難となったため、補完的に推計した値を用いている。

（％）
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暮
ら
し
て
い
る
」
の
計
）
と
感
じ
て
い
る

人
の
割
合
は
全
体
で
74
・
1
％
と
な
っ
て

い
る
。

年
齢
階
級
別
に
就
業
率
の
推
移
を
見
て

み
る
と
、
60
～
64
歳
、
65
～

69
歳
、
70
～
74
歳
で
は
、
10

年
前
の
平
成
21
（
２
０
０
９
）

年
の
就
業
率
と
比
較
し
て
、
令

和
元
（
２
０
１
９
）
年
の
就
業

率
は
そ
れ
ぞ
れ
13
・
3
ポ
イ
ン

ト
、
12
・
2
ポ
イ
ン
ト
、
10
・

4
ポ
イ
ン
ト
伸
び
て
い
る
（
図

1
参
照
）。

就
業
状
況
に
つ
い
て
は
、

現
在
仕
事
を
し
て
い
る
60
歳

以
上
の
者
の
約
4
割
が
「
働

け
る
う
ち
は
い
つ
ま
で
も
」

働
き
た
い
と
回
答
し
て
い
る
。

70
歳
く
ら
い
ま
で
も
し
く
は

そ
れ
以
上
と
の
回
答
と
合
計

す
れ
ば
、
約
9
割
が
高
齢
期

に
も
高
い
就
業
意
欲
を
持
っ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

健
康
寿
命
に
つ
い
て
、
日

常
生
活
に
制
限
の
な
い
期
間

（
健
康
寿
命
）
は
、
平
成
28

（
２
０
１
6
）
年
時
点
で
男
性

が
72
・
14
年
、
女
性
が
74
・

79
年
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
平
成
22
（
２
０
１
０
）

年
と
比
べ
て
延
び
て
い
る
（
平

成
22
年
→
平
成
28
年
：
男
性

1
・
72
年
、
女
性
1
・
17
年
）。

さ
ら
に
、
同
期
間
に
お
け
る
健
康
寿
命
の

延
び
は
、
平
均
寿
命
の
延
び
（
平
成
22
年

→
平
成
28
年
：
男
性
1
・
43
年
、
女
性

0
・
84
年
）
を
上
回
っ
て
い
る
。

社
会
参
加
活
動
に
つ
い
て
は
、
60
～
69

歳
の
約
7
割
、
70
歳
以
上
の
約
5
割
弱
が

働
い
て
い
る
か
、
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
何
ら
か
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
60
歳
以
上
の

者
の
う
ち
、
こ
の
1
年
く
ら
い
の
間
に
学

習
を
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
60
代
で
は

55
・
0
％
、
70
歳
以
上
で
は
42
・
5
％
と

な
っ
て
お
り
、
70
歳
以
上
で
低
く
な
る
。

学
習
の
形
式
は
、
60
代
で
は
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
」
が
最
も
多
く
、
16
・
5
％
で
あ

る
一
方
、
70
歳
以
上
で
は
「
公
民
館
や
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
的
な
機
関
に
お

け
る
講
座
や
教
室
」
が 

16
・
2
％
と
最

も
多
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
習
し
た

い
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
60
～
69
歳
で
は

「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
（
健
康
法
、
医
学
、

栄
養
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
）」
が

39
・
8
％
と
最
も
多
く
、
70
歳
以
上
で
は

「
趣
味
的
な
も
の
（
音
楽
、
美
術
、
華
道
、

舞
踊
、
書
道
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

な
ど
）」
が
31
・
5
％
と
最
も
多
い
（
図

2
参
照
）。

経
済
生
活
全
般
の
状
況

経
済
生
活
全
般
の
状
況

今
回
の
調
査
で
は
、
物
心
両
面
で
安
定

し
た
暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
齢
者
が
多
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

全
国
の
60
歳
以
上
の
男
女
に
、
現
在
の

経
済
的
な
暮
ら
し
向
き
に
つ
い
て
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
家
計
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、
ま
っ

た
く
心
配
な
く
暮
ら
し
て
い
る
」
が
20
・

1
％
、「
家
計
に
あ
ま
り
ゆ
と
り
は
な
い
が
、

そ
れ
ほ
ど
心
配
な
く
暮
ら
し
て
い
る
」
が

54
・
0
％
と
な
っ
て
お
り
、
合
わ
せ
る
と

約
4
分
の
3
（
74
・
1
％
）
が
心
配
な
く

暮
ら
し
て
い
る
。
な
お
、
平
成
28
年
「
高

齢
者
の
経
済
・
生
活
環
境
に
関
す
る
調
査
」

の
結
果
で
は
、
心
配
な
く
暮
ら
し
て
い
る

と
す
る
割
合
が
6
割
強（
64
・
6
％
）と
な
っ

て
お
り
、
今
回
調
査
の
方
が
心
配
な
く
暮

ら
し
て
い
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
生
活
で
、
経
済
的
な
面
で
不
安

な
こ
と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
不
安
と
思
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い
」（
34
・
2
％
）
が

最
も
多
い
が
、
不
安
が
あ
る
場
合
の
内
容

は
、「
自
分
や
家
族
の
医
療
・
介
護
の
費

用
が
か
か
り
す
ぎ
る
こ
と
」（
30
・
8
％
）、

「
自
力
で
生
活
で
き
な
く
な
り
、
転
居
や

有
料
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
費
用
が
か
か

る
こ
と
」（
26
・
0
％
）、「
収
入
や
貯
蓄

が
少
な
い
た
め
、
生
活
費
が
ま
か
な
え
な

く
な
る
こ
と
」（
25
・
8
％
）
の
順
に
多

く
な
っ
て
い
る
。

性
・
年
齢
別
に
見
る
と
、
男
女
と
も
年

齢
が
上
が
る
ほ
ど
、「
不
安
と
思
っ
て
い

る
こ
と
は
な
い
」
と
す
る
割
合
が
高
く
な

る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、「
収
入
や
貯
蓄

が
少
な
い
た
め
、
生
活
費
が
ま
か
な
え
な

く
な
る
こ
と
」
は
、
60
歳
代
の
男
性
で
特

に
高
く
、
年
齢
が
上
が
る
に
し
た
が
っ
て

低
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

同
居
形
態
別
に
見
る
と
、
三
世
代
世
帯

（
子
・
孫
と
同
居
）
で
、「
不
安
と
思
っ
て

い
る
こ
と
は
な
い
」
と
す
る
割
合
が
特
に

高
い
。
ま
た
、「
認
知
症
な
ど
に
よ
り
、

財
産
の
適
正
な
管
理
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
」
は
、
単
身
世
帯
や
夫
婦
の
み
の
世
帯

で
、
他
の
世
帯
形
態
よ
り
や
や
高
い
。

全
国
の
60
歳
以
上
の
男
女
に
、
現
在
、
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総数（18歳以上） 60～ 69歳
70歳以上

資料：内閣府「生涯学習に関する世論調査」（平成30年）
（注）調査対象は全国18歳以上の日本国籍を有する者であるが、そのうち60歳以上の回答を抜粋して掲載

学習したい（小計）

趣味的なもの（音楽、美術、華道、舞踊、
書道、レクリエーション活動など）

健康・スポーツ
（健康法、医学、栄養、ジョギング、水泳など）
職業上必要な知識・技能（仕事に関係のある

知識の習得や資格の取得など）
家庭生活に役立つ技能

（料理、洋裁、和裁、編み物など）

教養的なもの（文学、歴史、科学、語学など）

インターネットに関すること（プログラムの
使い方、ホームページの作り方など）

社会問題に関するもの
（社会・時事、国際、環境など）

教育問題など）

ボランティア活動のために必要な知識・技能

自然体験や生活体験などの体験活動

その他

学習をしたいとは思わない

特にない

わからない

育児・教育（家庭教育、幼児教育、

（図２）　�今後学習したい内容（複数回答）
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ど
の
程
度
生
き
が
い
、
喜
び
や
楽
し
み
を

感
じ
て
い
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
十

分
感
じ
て
い
る
」
が
37
・
2
％
、「
多
少

感
じ
て
い
る
」
が
42
・
5
％
と
な
っ
て
お

り
、
合
計
す
る
と
約
8
割
（
79
・
6
％
）

の
方
が
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

性
・
年
齢
別
に
見
る
と
、
各
年
齢
階
級

と
も
男
性
よ
り
女
性
で
生
き
が
い
を
感
じ

て
い
る
割
合
が
高
い
が
、
男
女
と
も
高
齢

に
な
る
ほ
ど
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
割

合
が
低
下
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

未
既
婚
別
に
見
る
と
、
結
婚
し
た
こ
と

が
な
い
人
や
、配
偶
者
と
離
別
し
た
人
で
、

生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
割
合
が
低
い
。

就
業
の
有
無
別
に
見
る
と
、
収
入
の
あ

る
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
生
き
が
い
を
感

じ
て
い
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

健
康
状
態
別
に
見
る
と
、
健
康
状
態
が

良
い
ほ
ど
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
割
合

が
高
く
な
る
。

就
業
の
状
況

就
業
の
状
況

全
国
の
60
歳
以
上
の
男
女
に
現
在
の
就

業
状
況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
収
入
の
あ

る
仕
事
を
し
て
い
る
」
と
す
る
者
が
4
割

近
く
（
37
・
3
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
性
・

年
齢
別
に
見
る
と
、
男
性
の
60
～
69
歳
と

女
性
の
60
～
64
歳
は
6
割
以
上
が
仕
事
を

し
て
い
る
が
、
男
女
と
も
年
齢
が
上
が
る

に
従
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
割
合
は
大
き

く
下
が
る
。

ま
た
、平
成
28
年
調
査
と
比
較
す
る
と
、

男
女
と
も
、
ほ
ぼ
全
て
の
年
齢
階
級
で
収

入
の
あ
る
仕
事
を
し
て
い
る
割
合
が
増
え

て
い
る
。

現
在
収
入
の
あ
る
仕
事
を
し
て
い
る
人

に
、
仕
事
を
し
て
い
る
理
由
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
収
入
が
ほ
し
い
か
ら
」（
45
・
4
％
）

が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
働
く
の
は
体
に

よ
い
か
ら
、
老
化
を
防
ぐ
か
ら
」（
23
・

5
％
）、「
仕
事
そ
の
も
の
が
面
白
い
か
ら
、

自
分
の
知
識
・
能
力
を
生
か
せ
る
か
ら
」

（
21
・
9
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

性
・
年
齢
別
に
見
る
と
、「
収
入
が
ほ

し
い
か
ら
」
と
す
る
割
合
は
、
男
性
の
60

～
64
歳
層
で
特
に
高
い
が
、
男
女
と
も
年

齢
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
就
業
の
理
由
は

多
様
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
（
図
3
参

照
）。ま

た
、
現
在
収
入
の
あ
る
仕
事
を
し
て

い
な
い
人
に
、
今
後
収
入
を
得
ら
れ
る
仕

事
に
つ
き
た
い
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
仕

事
に
つ
く
つ
も
り
は
な
い
」
と
す
る
割
合

が
9
割
近
く
（
87
・
0
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

何
歳
ご
ろ
ま
で
収
入
を
伴
う
仕
事
を
し

た
い
か
（
又
は
し
た
か
っ
た
か
）
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
65
歳
く
ら
い
ま
で
」（
25
・

6
％
）、「
70
歳
く
ら
い
ま
で
」（
21
・
7
％
）、

「
働
け
る
う
ち
は
い
つ
ま
で
も
」（
20
・
6
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
収
入
の
あ
る
仕
事
を
し
て
い

る
人
は
、「
働
け
る
う
ち
は
い
つ
ま
で
も
」

（
36
・
7
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
70
歳
く
ら
い
ま
で
」（
23
・
4
％
）、「
75

歳
く
ら
い
ま
で
」（
19
・
3
％
）、
の
順
と

な
っ
て
お
り
、
9
割
近

く
（
87
・
0
％
）
の
人

が
70
歳
以
上
ま
で
働
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

性
・
年
齢
別
に
見
る

と
、「
65
歳
く
ら
い
ま

で
」
と
考
え
る
人
の

割
合
は
男
女
と
も
60

～
64
歳
層
で
最
も
高

く
な
っ
て
い
る
。

就
業
し
て
い
る
人
は

就
業
し
て
い
な
い
人
に

比
べ
て
、
経
済
的
に
心

配
な
く
暮
ら
し
て
い
る

割
合
や
、
生
き
が
い
を

感
じ
て
い
る
割
合
が
高

い
こ
と
か
ら
、
就
業
す

る
高
齢
者
が
増
え
る
こ

と
は
、
高
齢
期
の
生
活

の
豊
か
さ
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。

一
方
で
、
現
在
収
入

の
あ
る
仕
事
を
し
て
い

な
い
人
の
9
割
近
く

が
、
今
後
働
く
つ
も
り

は
な
い
と
答
え
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に

高
齢
者
の
就
業
を
広
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
就
業
意
欲
の
掘
り
起
こ
し
も
重
要
で

あ
る
。

年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
就
業
の
理
由
が
多

様
化
す
る
こ
と
や
、
就
業
し
な
い
理
由
と

し
て
体
力
面
の
不
安
を
挙
げ
る
人
が
増
え

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
収
入
の
確
保
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
個
人
の
事
情
に
合
わ
せ
て
参

加
可
能
で
、
体
力
面
に
多
少
の
不
安
が

あ
っ
て
も
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
え
る
多

様
な
就
業
機
会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

（
図
３
）　�

仕
事
を
し
て
い
る
理
由
（
性
・
年
齢
別
）�

�

（
収
入
の
あ
る
仕
事
を
し
て
い
る
人
＝
１
０
０
％
）

0

全体（n＝654）

＜性・年齢＞

男性　60～64歳（n＝109）

65～69歳（n＝110）

70～74歳 （n＝83）

75歳以上 （n＝67）

女性　60～64歳 （n＝82）

65～69歳 （n＝79）

70～74歳 （n＝72）

75歳以上 （n＝52）

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）
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フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくり

宇
美
町
の
概
要

宇
美
町
は
、
福
岡
都
市
圏
に
属
す
る
糟
屋

郡
の
町
で
、
西
は
大
野
城
市
と
福
岡
市
、
北

西
は
志
免
町
、
北
は
須
恵
町
、
東
は
飯
塚
市
、

南
は
太
宰
府
市
と
筑
紫
野
市
に
そ
れ
ぞ
れ
隣

接
し
て
い
ま
す
。

地
勢
を
見
る
と
、
東
部
は
三
郡
山
系
と
、

南
部
は
四し

王お
う

寺じ

山
塊
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
町

の
面
積
（
30
・
21
㎢
）
の
お
よ
そ
６
割
を
森

林
が
占
め
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。河

川
は
、
砥
石
山
・
三
郡
山
を
源
と
し
て

町
の
中
央
部
を
貫
く
宇
美
川
と
、
四
王
寺
山

塊
か
ら
発
し
た
井
野
川
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が

志
免
町
で
合
流
し
、
福
岡
市
で
多
々
良
川
に

流
れ
込
み
、
博
多
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。

町
の
歴
史
は
古
く
、
西
暦
６
６
５
年
に
築

城
さ
れ
、
日
本
遺
産
構
成
文
化
財
に
も
認
定

さ
れ
た
日
本
最
古
の
古
代
山
城
「
国
指
定
特

別
史
跡　

大
野
城
跡
」
を
は
じ
め
、
近
年
、

魏
志
倭
人
伝
に
記
載
が
あ
る
「
不ふ

彌み

国
」
と

し
て
本
町
が
注
目
さ
れ
る
根
拠
と
な
っ
た

「
国
指
定
史
跡　

光
正
寺
古
墳
」
な
ど
の
史

跡
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
古
事
記
や
日

本
書
紀
に
、
神じ
ん

功ぐ
う

皇
后
が
応
神
天
皇
を
出
産

さ
れ
た
地
を
「
宇
美
（
産
み
）」
と
呼
ぶ
よ

▲

井
野
山
山
頂

▲大野城跡→百間石垣

現地レポート 町村独自のまちづくり

福岡県

宇美町

7　2020年（令和 2年）10月 5 日

町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の

町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の

　
　
元
気
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
元
気
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ宇う

美み

町ま
ち

福
岡
県
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う
に
な
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、

安
産
の
神
様
と
し
て
全
国
的
に
有
名
な
宇
美

八
幡
宮
が
あ
り
ま
す
。

明
治
時
代
に
入
り
、
宇
美
・
炭
焼
・
井
野
・

四
王
寺
の
４
つ
の
村
が
合
併
し
宇
美
村
と
な

り
、
大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
10
月
に
は
糟

屋
郡
で
最
初
に
町
制
を
施
行
し
、
宇
美
町
と

な
り
ま
し
た
。
本
年
２
０
２
０
年
は
、
町
制

施
行
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
町
で

す
。鉄

道
・
船
舶
等
の
輸
送
用
燃
料
な
ど
へ
の

石
炭
の
需
要
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦

後
し
ば
ら
く
は
石
炭
産
業
が
盛
ん
と
な
り
、

昭
和
30
年
代
前
半
に
は
人
口
が
２
２
、
９
３

６
人
ま
で
増
加
し
ま
し
た
が
、
高
度
経
済
成

長
政
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
る
石
炭
産

業
の
衰
退
に
伴
い
、
昭
和
38
（
１
９
６
３
）

年
の
三
菱
勝
田
鉱
業
所
の
閉
山
を
境
に
、
炭

鉱
の
町
と
し
て
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
人
口

も
２
万
人
を
割
る
と
こ
ろ
ま
で
減
少
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
県
道
筑
紫
野
古
賀
線
の
開
通
を

は
じ
め
と
し
た
道
路
網
の
整
備
が
進
む
と
、

福
岡
市
近
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
ま

た
、
軽
工
業
地
域
と
し
て
人
口
は
徐
々
に
増

加
し
２
０
２
０
年
７
月
現
在
、
人
口
３
７
、

３
２
０
人
、
世
帯
数
１
６
、
０
４
９
世
帯
を

有
す
る
町
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

共
働
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
推
進

　
近
年
、少
子
高
齢
化
や
都
市
化
の
進
行
等
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
一
人
ひ
と
り
の

価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
、

集
団
よ
り
も
個
人
を
尊
重
す
る
風
潮
が
強
く

な
っ
て
い
る
よ
う
な
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
え
て
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
連
帯
意

識
の
希
薄
化
等
に
よ
り
、
地
域
の
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

住
民
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
、
高
度
化
し
、
よ

り
き
め
細
か
く
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
多
様
化
す
る
社
会
情
勢
に
対

応
し
、
地
域
の
持
っ
て
い
る
個
性
や
魅
力
が

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
み
、
学
び
、

活
動
し
、
そ
の
地
域
に
か
か
わ
る
町
民
一
人

ひ
と
り
が
、「
自
分
達
の
地
域
は
自
分
達
で

作
る
」
と
い
う
自
治
意
識
を
持
ち
、
そ
の
能

力
や
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
社
会
参
加
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
町
で
は
、
自
治
の
根
本
理
念

で
あ
る
「
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
」
の

も
と
、
町
民
と
行
政
が
対
等
な
立
場
で
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
し
、「
共
に
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
主
役
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
、
お
互
い
の
長
所
を
活
か
し
な
が
ら

共
働
し
て
地
域
課
題
に
取
り
組
み
、
町
民
の

力
が
地
域
に
生
き
る
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

第
５
次
及
び
第
６
次
総
合
計
画
に
お
い
て

「
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新
た
な
枠
組

「
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
上

で
、
自
治
会
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
、
中
核
と
な
る
べ
く
大
変
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
地
域
の
つ

な
が
り
が
薄
れ
、
自
治
会
活
動
な
ど
へ
の
参

加
者
は
減
少
し
、
ま
た
、
高
齢
化
に
よ
る
人

材
不
足
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能

低
下
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
度
に
２
つ
の
施
策

を
実
施
し
ま
し
た
。

①
　
行
政
区
長
制
度
の
廃
止

当
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
代
表
と
な

る
町
民
を
非
常
勤
の
特
別
職
公
務
員
で
あ
る

行
政
区
長
と
し
て
委
嘱
し
、
地
域
と
町
行
政

と
の
調
整
を
図
り
、
地
域
住
民
の
福
祉
増
進

及
び
行
政
浸
透
に
努
め
る
こ
と
を
職
務
と
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

行
政
が
一
手
に
引
き
受
け
、
町
民
は
そ
の

サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
と
い
う
従
来
か
ら
の

考
え
方
に
基
づ
い
た
も
の
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、「
公
共
の
福
祉
」
へ
の
貢
献
を
行
う
こ

と
は
行
政
の
大
き
な
責
務
で
あ
る
も
の
の
、

よ
り
良
く
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
を
支
え
る

他
の
主
体
と
の
連
携
や
協
力
は
不
可
欠
で

す
。町

と
地
域
が
共
に
手
を
と
り
あ
い
、
共
働

で
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
対
等
な

立
場
を
築
く
た
め
に
、
行
政
区
長
制
度
を
廃

止
し
、
行
政
区
長
を
自
治
会
長
へ
、
行
政
区

を
自
治
会
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
行
政
と
地
域
が
対
等
な
関
係
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
推
進
で
き
る
新

▲河原谷の大つらら

▲湯蓋の森
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た
な
地
域
自
治
の
体
制
に
変
更
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

②
　�

小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

の
設
立

当
町
で
は
、
49
の
自
治
会
（
平
成
28
年
３

月
現
在
）
が
存
在
し
、
数
世
帯
の
自
治
会
か

ら
１
、
０
０
０
世
帯
弱
の
自
治
会
ま
で
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
自
治
会
が
あ
り
、
地
域

活
動
が
盛
ん
な
自
治
会
と
そ
う
で
な
い
自
治

会
の
差
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
課

題
は
多
様
化
し
、
災
害
や
子
ど
も
達
の
見
守

り
等
、
単
一
自
治
会
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
も
多
数
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
自
治
会
間
の
活

動
の
格
差
を
少
な
く
し
、
多
様
化
す
る
地
域

課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
、
町
内
５
つ
の

小
学
校
区
を
単
位
と
し
た
小
学
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
を
新
た
に
設
立
し
ま
し

た
。小

学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

は
、
自
治
会
を
中
心
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子

ど
も
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
地
域
課
題
の
解

決
を
図
る
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機

能
向
上
に
努
め
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
に
は
な

か
っ
た
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
長
く
続
い
て
い
た
行
政
区
制
度

の
廃
止
や
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

の
設
立
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
地
域
自
治
の
あ

り
方
を
大
き
く
変
え
る
施
策
で
あ
っ
た
た

め
、
自
治
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
自
治
会
役

員
の
方
や
住
民
の
方
へ
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
が
一
番
力
を

注
い
だ
部
分
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
全
５
小
学
校
区
で
全
住
民

の
方
を
対
象
と
し
た
説
明
会
や
各
自
治
会
へ

の
説
明
会
を
30
回
以
上
実
施
し
、
徐
々
に
理

解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
の
現
状
と
課
題

平
成
29
年
度
の
設
立
当
初
は
、「
小
学
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
っ
て
何
？
」

な
ど
の
意
見
も
多
く
、
住
民
の
方
の
認
知
度

も
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
活
動
を
開
始
し
、

４
年
目
を
迎
え
る
現
在
は
、
徐
々
に
住
民
の

方
に
活
動
が
浸
透
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
を

設
立
し
て
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、
自
治
会

間
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

こ
と
で
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
と
し

て
、
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

を
推
進
し
な
が
ら
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
根
幹
を
支
え
る
自
治
会
の
活
性
化
は
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
、
自
治
会
の
こ
と

は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で
と
い
う
考
え
で
し

た
が
、
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
を
核
と
し
て
、
自
治
会
間
の
情
報
共
有
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
の
合
同
開
催
や
子
ど
も
会
の
連
携
等
の
動

き
も
見
え
は
じ
め
、
自
治
会
活
動
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協

議
会
で
も
独
自
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
達
の
登

下
校
時
の
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
町

の
青
パ
ト
を
活
用
し
た
巡
回
な
ど
地
域
の
安

心
・
安
全
を
見
守
る
活
動
が
全
校
区
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
支
援
活
動
と
し
て
、
～
元
気
な
時

か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
地
域
で
～
を
テ
ー
マ

に
町
と
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
の
共
働
で
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
っ
た
脳
ト
レ
や

軽
運
動
、
健
康
に
関
す
る
教
室
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
介
護
予
防
教
室
を
全
校
区
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
介
護
予
防
教
室
で
は
、
小
学
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
の
役
員
が
、

教
室
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
参
加

者
の
方
が
安
心
し
て
教
室
に
参
加
し
や
す
い

環
境
が
で
き
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
の
大
き
な
特
徴
は
、
地
域
の
特
性
に

あ
っ
た
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

宇
美
町
の
山
沿
い
に
あ
る
宇
美
東
小
学
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
で
は
、
大
雨

に
よ
る
被
害
が
多
い
こ
と
か
ら
、
特
に
防
災

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

災
害
の
恐
れ
が
あ
る
時
に
は
、
地
域
の
要

支
援
者
に
連
絡
を
と
り
、
避
難
誘
導
を
行
っ

た
り
、
町
と
共
働
で
避
難
所
運
営
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
避
難
者
の
方
も
身
近
な
地
域
の

方
が
避
難
所
運
営
に
携
わ
る
こ
と
で
、
災
害

へ
の
不
安
が
和
ら
ぐ
効
果
は
大
き
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
避
難
所
だ
け
で
は
な
く
、
小

学
校
区
内
の
各
自
治
会
の
自
治
会
公
民
館
を

避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
際
に
、
小
学
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
が
調
整
役
と
な▲避難訓練の様子

▲見守り活動の様子
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り
、
被
災
の
可
能
性
が
あ
る
自
治
会
公
民
館

か
ら
別
の
安
全
な
自
治
会
公
民
館
へ
避
難
者

を
誘
導
す
る
体
制
を
事
前
に
協
議
し
、
実
際

の
避
難
時
に
、
自
分
が
住
ん
で
い
な
い
自
治

会
公
民
館
に
も
避
難
で
き
る
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。

災
害
が
起
き
た
後
の
連
携
で
は
な
く
、
災

害
が
起
き
る
前
の
避
難
準
備
の
段
階
か
ら
こ

の
よ
う
な
自
治
会
間
の
連
携
体
制
を
構
築
で

き
て
い
る
の
は
、
小
学
校
区
と
い
う
範
囲
で

新
た
な
枠
組
み
を
作
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
校
区
で
も
、
夏
休
み
に
子
ど
も

達
の
移
動
図
書
館
を
開
催
し
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
校
区
の
特
徴
を
活
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
町
と
小

学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
が
連
携

し
な
が
ら
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

今
後
の
課
題
は
、
や
は
り
人
材
の
確
保
だ

と
思
い
ま
す
。
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
に
お
い
て
も
、
人
材
の
高
齢
化
や
固

定
化
が
見
ら
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
各
校
区

で
の
人
材
育
成
の
仕
組
み
づ
く
り
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
地
域
に
埋
も
れ
て
い
る
人
材
が

ま
だ
ま
だ
存
在
す
る
こ
と
も
事
実
で
す
の

で
、
そ
の
掘
り
起
こ
し
も
重
要
な
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。

人
材
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
い
て
は
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
の
導
入
の
検
討
や

若
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
世
代
と
の
事
業
連
携
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
人
材
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
６
次
宇
美
町
総
合
計
画
の
理
念
で
あ
る

「
ひ
と
が
輝
き
！
地
域
が
輝
き
!!
ま
ち
が
輝

く
!!!
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た

め
に
、
地
域
と
行
政
が
共
働
で
さ
ら
な
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。宇

美
町
長　

木
原　

忠

▲移動図書館の様子

　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

詳しくは当機構HPをご覧ください。

「より良い資金調達・資金運用」の
お手伝いをします。
財政、金融、会計等に関する研修（出前講座、宿泊型研修、入門研修
等）を実施するほか、金融専門知識、実務経験を有する自治体ファ
イナンス・アドバイザーが助言などを行っています。

地方
支援

地方公共団体に長期・低利の資金を
提供しています。
期間は最長40 年、利率は財政融資資金と同率※でお貸ししてい
ます。このための財源として、公営競技納付金を活用していま
す。※機構特別利率対象事業（令和２年８月時点）

融資

ＪＦＭ債は、強固な財務基盤を背景に信用力が極めて高く、格付けは国債と同水準※です。
多くの地方公共団体にも、確実かつ有利な運用方法としてご評価いただき、10 年債、20 年債や投資家のニーズに応
じた様々な年限の FLIP 債などをご購入いただいております。  ※令和２年８月時点

資金運用にＪＦＭ債を
ご活用ください

地方公共団体金融機構（JFM）は、全ての地方公共団体の
出資による地方債資金共同調達機関です。
地方公共団体金融機構（JFM）は、全ての地方公共団体の
出資による地方債資金共同調達機関です。

債券ご購入時等の留意事項について
　当機構の資金調達計画を含めた将来的な見通しは、現時点で当機構が得ている情報に基づくものであり、潜在的なリスクと不確実性を含んでいるため、マーケットの動向や経済状況、法令といった様々な要
因により、将来の状況はこの資料の記載とは異なる可能性があります。そのため、投資家の皆様におかれましては、慎重に判断し、リスク等に十分に留意した上でご購入等されることをお奨めいたします。

http://www.jfm.go.jp

～金融で地方財政を支え　地域の未来を拓く～
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

鹿児島県喜界町
愛知県武豊町

 岐阜県岐南町

 大阪府豊能町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
町
制

　
町
制
5050
周
年
記
念
事
業
の
一
環
で
キ
ャ
ラ

周
年
記
念
事
業
の
一
環
で
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、
応
募
作
品
数

ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、
応
募
作
品
数

点
を
も
と
に
絵
本
作
家
の
高
畠
純
さ
ん
が
デ

点
を
も
と
に
絵
本
作
家
の
高
畠
純
さ
ん
が
デ

ザ
イ
ン
し
て
誕
生
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

ザ
イ
ン
し
て
誕
生
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
ね
ぎ
っ
ち
ょ
」。
町
特
産
品
の
「
徳

タ
ー
の
「
ね
ぎ
っ
ち
ょ
」。
町
特
産
品
の
「
徳

田
ね
ぎ
」
が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
食

田
ね
ぎ
」
が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
食

材
と
し
て
の
“
ね
ぎ
”
が
ど
ん
な
料
理
に
も

材
と
し
て
の
“
ね
ぎ
”
が
ど
ん
な
料
理
に
も

合
う
こ
と
か
ら
、「
ね
ぎ
っ
ち
ょ
」
も
親
し
み

合
う
こ
と
か
ら
、「
ね
ぎ
っ
ち
ょ
」
も
親
し
み

や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
人
気
で
す
。
ツ

や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
人
気
で
す
。
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
町
の
情
報
や
魅
力
を
発
信
し
た

イ
ッ
タ
ー
で
町
の
情
報
や
魅
力
を
発
信
し
た

り
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参

り
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参

加
し
た
り
し
て
、
岐
南
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ

加
し
た
り
し
て
、
岐
南
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ

に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
1010
月
の
第

月
の
第
33
日日

曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る「
ぎ
な
ん
フ
ェ
ス
タ
」

曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る「
ぎ
な
ん
フ
ェ
ス
タ
」

で
は
、
町
民
や
観
光
客
と
交
流
を
深
め
る
の

で
は
、
町
民
や
観
光
客
と
交
流
を
深
め
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新
型

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

中
止
と
な
り
、ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
み
し
い「
ね
ぎ
っ

中
止
と
な
り
、ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
み
し
い「
ね
ぎ
っ

ち
ょ
」。
そ
れ
で
も
、「
ね
ぎ
っ
ち
ょ
」
な
り
に
、

ち
ょ
」。
そ
れ
で
も
、「
ね
ぎ
っ
ち
ょ
」
な
り
に
、

み
ん
な
が
元
気
に
な
れ
る
よ
う
、
町

み
ん
な
が
元
気
に
な
れ
る
よ
う
、
町
P
R
P
R
のの

た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　　
2
0
1
8

2
0
1
8
年
、
翌
年
に
控
え
た
町
制

年
、
翌
年
に
控
え
た
町
制
6565
周
年
周
年

に
向
け
て
、
武
豊
町
の
魅
力
を
広
く

に
向
け
て
、
武
豊
町
の
魅
力
を
広
く
P
R
P
R
す
る
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
と
愛
称
を
公
募
。
海
外
か
ら

タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
と
愛
称
を
公
募
。
海
外
か
ら

の
応
募
を
含
む
約

の
応
募
を
含
む
約
4
0
0

4
0
0
点
の
作
品
の
中
か

点
の
作
品
の
中
か

ら
、
町
が
設
置
し
た
一
次
審
査
委
員
会
で
最
終

ら
、
町
が
設
置
し
た
一
次
審
査
委
員
会
で
最
終

候
補
作
品

候
補
作
品
33
点
を
決
定
し
た
後
、
町
内
小
中

点
を
決
定
し
た
後
、
町
内
小
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
投
票
を
経
て
誕
生

学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
投
票
を
経
て
誕
生

し
た
の
が「
み
そ
た
ろ
う
」で
す
。“
醸
造
の
町
・

し
た
の
が「
み
そ
た
ろ
う
」で
す
。“
醸
造
の
町
・

武
豊
町
”を
象
徴
す
る「
み
そ
樽
」を
か
た
ど
っ

武
豊
町
”を
象
徴
す
る「
み
そ
樽
」を
か
た
ど
っ

た
頭
に
町
花
「
山
茶
花
」
を
、
腰
に
は
「
た
ま

た
頭
に
町
花
「
山
茶
花
」
を
、
腰
に
は
「
た
ま

り
」
を
つ
け
、
町
章
が
入
っ
た
着
物
を
着
て
い

り
」
を
つ
け
、
町
章
が
入
っ
た
着
物
を
着
て
い

ま
す
。
浦
島
太
郎
に
扮
し
た
姿
は
、「
浦
島
太

ま
す
。
浦
島
太
郎
に
扮
し
た
姿
は
、「
浦
島
太

郎
伝
説
」
が
残
る
武
豊
町
な
ら
で
は
の
こ
と
。

郎
伝
説
」
が
残
る
武
豊
町
な
ら
で
は
の
こ
と
。

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
健
康
体
操
「
た
け
と
よ
ス
マ

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
健
康
体
操
「
た
け
と
よ
ス
マ

イ
ル
体
操
」
の
普
及
や
町
の

イ
ル
体
操
」
の
普
及
や
町
の
P
R
P
R
活
動
な
ど
、

活
動
な
ど
、

「
武
豊
町

「
武
豊
町
P
R
P
R
大
使
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

大
使
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
す
。

　
自
然
豊
か
な
豊
能
町
の
田
園
に
咲
く
「
た
ん

　
自
然
豊
か
な
豊
能
町
の
田
園
に
咲
く
「
た
ん

ぽ
ぽ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

ぽ
ぽ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

“
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
”“
豊
能
町
の
こ
と
を

“
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
”“
豊
能
町
の
こ
と
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
”
と
い
う
思
い
か

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
”
と
い
う
思
い
か

ら
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
選
考
委
員
会
を

ら
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
選
考
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
デ
ザ
イ
ン
の
公
募
を
実
施
し
ま
し

立
ち
上
げ
、
デ
ザ
イ
ン
の
公
募
を
実
施
し
ま
し

た
。
応
募
作
品

た
。
応
募
作
品
8
9
2

8
9
2
点
の
中
か
ら

点
の
中
か
ら
66
作
品
を

作
品
を

候
補
と
し
て
選
出
し
、
町
民
総
選
挙
に
て
「
と

候
補
と
し
て
選
出
し
、
町
民
総
選
挙
に
て
「
と

よ
の
ん
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
町
の
特
売
所「
志

よ
の
ん
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
町
の
特
売
所「
志

野
の
里
」
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
は
頻
繁

野
の
里
」
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
は
頻
繁

に
顔
を
出
す
ほ
か
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

に
顔
を
出
す
ほ
か
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

積
極
的
に
参
加
。
お
か
げ
で
た
く
さ
ん
の
人
に

積
極
的
に
参
加
。
お
か
げ
で
た
く
さ
ん
の
人
に

覚
え
て
も
ら
え
、
老
若
男
女
に
愛
さ
れ
る
親
し

覚
え
て
も
ら
え
、
老
若
男
女
に
愛
さ
れ
る
親
し

み
や
す
さ
か
ら
、
す
っ
か
り
人
気
者
に
な
り
ま

み
や
す
さ
か
ら
、
す
っ
か
り
人
気
者
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
豊
能
町
の
魅
力
発
信
と
と

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
豊
能
町
の
魅
力
発
信
と
と

も
に
、
ヤ
ー
コ
ン
や
高
山
真
菜
な
ど
の
野
菜
や

も
に
、
ヤ
ー
コ
ン
や
高
山
真
菜
な
ど
の
野
菜
や

お
米
と
い
っ
た
町
特
産
品
の

お
米
と
い
っ
た
町
特
産
品
の
P
R
P
R
活
動
に
励
ん

活
動
に
励
ん

で
い
き
ま
す
。

で
い
き
ま
す
。

10
月
4
日
生
ま
れ
。
性
別
は
“
た
ん
ぽ
ぽ
”。
よ
だ
れ
か
け
を
し
て
い

る
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
か
も
し
れ
な
い
。
特
技
は
綿
毛
を
飛
ば
し
て
仲
間

を
増
や
す
こ
と
、
誰
と
で
も
す
ぐ
友
だ
ち
に
な
れ
る
こ
と
。
出
会
っ
た

人
み
ん
な
を
元
気
に
す
る
の
が
夢
。

2
0
0
6
年
10
月
1
日
生
ま
れ
。
特
技
は
だ
れ
と
で
も
仲
良
く

な
れ
る
こ
と
。
の
ん
び
り
と
空
を
眺
め
る
こ
と
が
大
好
き
で
、

趣
味
は
自
然
の
中
で
小
さ
な
お
と
も
だ
ち
を
見
つ
け
る
こ
と
。

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、「
た
け
と
よ
ス
マ
イ
ル
体
操
」
が
特
技
。

好
物
は
も
ち
ろ
ん
武
豊
の
お
味
噌
を
つ
か
っ
た
「
お
味
噌
汁
」
と
「
武

豊
た
く
あ
ん
」「
た
け
と
よ
め
し
」。
山
茶
花
の
髪
飾
り
を
触
ら
せ
て
も

ら
う
と
幸
運
が
訪
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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愛
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よ
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ょ
う

次
回
は
、
西
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
国
・
四
国
・
九
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・
沖
縄
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

武
豊
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
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ぎ
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ち
ょ
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の
ん

と
よ
の
ん

み
そ
た
ろ
う

み
そ
た
ろ
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コ
ッ
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ラ
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タ
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豊
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京
都
府
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
京
都
市
の
北

西
約
50
㎞
に
位
置
す
る
京
丹
波
町
は
、
平

成
17
年
10
月
11
日
に
丹
波
町
、
瑞
穂
町
、

和
知
町
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。

人
口
は
約
１
万
４
千
人
、南
丹
市
、福
知
山

市
、綾
部
市
、兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
に
そ
れ

ぞ
れ
接
し
て
お
り
、
総
面
積
は
３
０
３
・

09
㎢
。
標
高
４
０
０
～
９
０
０
ｍ
の
緑
深

き
山
々
に
囲
ま
れ
、
南
側
の
山
地
は
分
水

嶺
の
一
部
を
な
し
て
お
り
、
森
林
面
積
は
町

の
総
面
積
の
82
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

古
く
よ
り
京
の
都
と
山
陰
地
方
を
結
ぶ

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
現
在
で
も
京

都
縦
貫
自
動
車
道
や
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
、
国

道
９
号
、
27
号
、
１
７
３
号
と
３
つ
の
国

道
が
交
わ
り
、
京
阪
神
へ
１
時
間
台
で
移

動
で
き
る
地
域
で
す
。

み
な
さ
ん
は
「
丹
波
」
と
い
う
地
名
に

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
か
？　

多
く
の
方
は
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
京
丹
波
町
は
、丹
波
高
原
の
気
候
、

風
土
に
育
ま
れ
た
質
の
高
い
農
林
産
物
が

生
産
さ
れ
、
ま
た
府
内
有
数
の
酪
農
地
帯

が
あ
り
、
総
合
的
な
食
の
供
給
地
と
し
て

の
産
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

丹
波
黒
大
豆
、
丹
波
く
り
、
丹
波
大
納

言
小
豆
、
丹
波
牛
、
丹
波
ポ
ー
ク
、
和
知

川
の
ア
ユ
、
大
黒
本
シ
メ
ジ
、
丹
波
ま
つ

た
け
、
丹
波
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
（
米
）、
地
酒
、

ワ
イ
ン
、
瑞
穂
そ
ば
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ

だ
わ
り
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
黒

大
豆
の
枝
豆
で
す
。
お
節
料
理
に
入
っ
て

い
る
黒
豆
を
10
月
に
早
抜
き
し
て
枝
豆
と

し
て
食
べ
る
も
の
で
、
近
年
人
気
が
高
く

黒
豆
の
枝
豆
を
求
め
て
京
阪
神
を
は
じ
め

遠
方
か
ら
来
町
さ
れ
る
方
も
多
く
、
町
内

を
通
る
３
つ
の
国
道
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
に

も
農
家
の
臨
時
の
販
売
所
が
設
け
ら
れ
賑

わ
い
ま
す
。
例
年
９
月
頃
か
ら
「
京
丹
波

黒
豆
の
枝
豆
街
道
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
京

丹
波
町
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
京
丹
波
町
の
基
幹
産
業
の
も
う

１
つ
が
林
業
で
す
。
農
業
と
同
じ
よ
う
に

京
丹
波
町
は
古
く
か
ら
材
木
や
松
茸
な
ど

山
の
恵
み
を
京
の
都
へ
供
給
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
森
林
や
林
業
は
衰
退
の
一

途
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
国

内
で
の
森
林
に
対
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の

高
ま
り
や
パ
リ
協
定
な
ど
国
際
的
な
環
境

意
識
の
変
化
に
よ
り
、
資
源
と
し
て
の
木

材
の
活
用
が
脚
光
を
浴
び
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
林
業
を
さ
さ
え
る
人
材
育

成
の
場
と
し
て
、
平
成
24
年
４
月
に
は
、

「
京
都
府
立
林
業
大
学
校
」
が
本
町
に
開

校
し
ま
し
た
。

現
在
、
京
丹
波
町
で
は
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
60
年
前
に
建
て

ら
れ
た
庁
舎
の
建
て
替
え
を
町
内
産
の
木

材
を
使
用
し
て
す
す
め
て
お
り
、
令
和
３

年
８
月
に
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
幼
稚
園
、
保
育
園
を

新
た
に
認
定
こ
ど
も
園
に
整
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
が
、
こ
の
新
園
舎
も
町
内
産
木

材
を
使
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
木
の
温
か

み
や
木
の
良
さ
を
感
じ
ら
れ
る
こ
ど
も
園

と
し
て
令
和
４
年
４
月
の
開
設
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

私
が
町
政
を
お
預
か
り
し
３
年
目
に
な

り
ま
し
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

と
し
て
、
助
け
合
い
と
活
力
あ
る
健
康
の

里
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
町
政
運
営
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

健
康
と
は
、
文
字
ど
お
り
の
町
民
の
皆

さ
ん
の
「
心
身
の
健
康
」
で
あ
り
、
仕
事

や
家
庭
な
ど
「
生
活
面
で
の
健
康
」、
社

会
の
中
で
居
場
所
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る

「
社
会
的
な
健
康
」
こ
の
３
つ
の
健
康
が

そ
ろ
っ
た
状
態
を
実
感
い
た
だ
け
る
京
丹

波
町
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
町
の

行
財
政
も
公
平
・
公
正
か
つ
健
全
で
「
健

康
」
な
状
態
に
し
、町
民
の
皆
さ
ん
の
「
健

康
」
を
町
の
行
財
政
の
「
健
康
」
が
支
え
、

安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
、
そ
ん
な
町

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
和
顔
愛
語
」
と
い
う
言
葉
を
座
右
の

銘
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
穏
や
か
な

笑
顔
で
や
さ
し
く
温
か
く
思
い
や
り
あ
ふ

れ
る
言
葉
が
交
わ
さ
れ
る
町
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
町
に
な
る
よ
う
、「
み
ん

な
で
や
る
」
の
で
は
な
く
、「
み
ん
な
が

や
る
」
意
識
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
町
に
は
４
つ
の
道
の
駅
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
１
つ
「
道
の
駅
京
丹

波
味
夢
の
里
」
に
「
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
・

バ
イ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
」
と
い
う
ホ
テ
ル
が

本
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す

が
、
１
日
も
早
く
収
束
し
、
全
国
の
多
く

の
皆
さ
ん
が
京
丹
波
町
へ
お
越
し
い
た
だ

く
こ
と
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

随  想

　太
おお

田
た

　　 昇
のぼる

京都府京
きょう

丹
たん

波
ば

町　

助け合いと活力ある
「健康の里」づくりをめざし
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